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瑞穂台小 

瑞穂野中 

瑞穂野南小

ＦＫＤ 

上三川方面

瑞穂野地区市民センター 

瑞穂野北小

宇都宮大

真岡方面 

宇都宮東高 

43

19 

上三川方面

ベルモール 

宇都宮大工学部

上三川方面 

宇都宮南高 

宇都宮環状線 

横川中 
横川中央小 

雀宮東小 

8

5 

14

24

71

ＦＫＤインターパーク店 
倉持内科（インターパーク） 
雀宮駅東口 等 

ヨークベニマル石井店 
福島眼科 
大場医院 等 

ことぶき会館 
宇都宮セントラルクリニック
佐々木記念クリニック 等 

【凡例】（公共交通） 

 既存バス路線・停留所 

 運行本数（上下計 77 本/日） 

 地域内交通 

 地域内交通の地区外の主要目的施設

77 

施設名 

【凡例】（土地利用） 

 瑞穂野地区 

 市街化区域 

 高次都市機能誘導区域 

 都市機能誘導区域 

 スーパー 

 ドラッグストア 

 介護保険サービス 

 子育て支援施設 

 病院/診療所 

 歯科診療所 

 銀行 

土地利用 

①生活に便利で身近な施設（医療・福祉，子育て，

商業など）が地区内や周辺に立地しています。 

②土地区画整理により産業団地及び良好な居住地

が形成されています。 

公共交通 

公共交通

⑥地域内交通「みずほの愛のり号」が地区全域をカバーし，

午前８時台から午後５時台まで運行しており，地区内の

ほか，横川や石井，雀宮など隣接する地区にも目的施設

を設定しています。 

⑦地域内交通とバスを乗り継いだ利用が少ない状況です。

公共交通

④瑞穂野地区とＪＲ宇都宮駅の間の運賃は３７０円～５８０円です。

⑤宇都宮駅発の最終バスは，平成通りを通るバスが午後６時台，

瑞穂野団地行きが午後１０時台（瑞穂野団地以南は午後７時台）

となっています。 

①市中心部と瑞穂野団地を結ぶバスは，上下合わせて１日７１便

運行しています。 

②瑞穂野団地以南や平成通りを通るバスは，日中は２時間に１本

未満と少ない状況です。 

③地区内を通るすべてのバスが宇都宮駅西口に運行しています。

市街化調整区域の土地利用

③教育をはじめ，防災，交流機能などを担う小学校を中心とした
地域のコミュニティを守っていく必要があります。 

市街化調整区域の土地利用 

①無秩序に集落等から外に拡がる住宅開発やそれによる農地の営農

環境の悪化が懸念されます。 

②豊かな農業生産基盤など，自然環境を守っていく必要があります。 

インターパーク地区 

産業支援機能や流通業務機能，商業機能など

広域的な機能が集積する産業流通拠点 

農業振興 

地域の特性を踏まえ，農業振興に取り組む

必要があります。 

市街化調整区域の土地利用 

④大規模住宅団地に良好な居住地が形成

されています。 

瑞穂野地区の現状（土地利用・公共交通） 



 

ヨークベニマル石井店
福島眼科 
大場医院 等 

ＦＫＤインターパーク店 
倉持内科（インターパーク） 
雀宮駅東口 等 

ことぶき会館 
宇都宮セントラルクリニック 
佐々木記念クリニック 等 

 

瑞穂台小 

瑞穂野中 

ＦＫＤ 

上三川方面

瑞穂野地区市民センター 

宇都宮大

真岡方面 

宇都宮東高

宇都宮南高 

上三川方面 

宇都宮環状線 

ベルモール 

宇都宮大工学部

上三川方面

横川中 

横川中央小 

雀宮東小 【凡例】 

 市街化区域 

 高次都市機能誘導区域 

 都市機能誘導区域 

 居住誘導区域の範囲イメージ 

 既存バス路線・停留所 

 新設バス路線イメージ 

 地域内交通 

 地域内交通の地区外の主要目的施設 

 ＬＲＴ計画区間・停留場（点線はイメージ）

 交通結節機能（トランジットセンター等）

瑞穂野南小

瑞穂野北小 

公共交通

④地域内交通とバスの乗り継ぎポイントを整備します。

また，乗り継ぎ割引についても検討します。 

公共交通

①市中心部と瑞穂野団地を結ぶバスの

運行時間帯の拡大を検討します。 

公共交通

②「駒生営業所 ⇔ 宇都宮駅西口 ⇔ 瑞穂野

方面」のバスの一部を駅東口発着に変更し

ます。 

公共交通

③利用しやすいバスの運賃体系を検討します。 

 

施設名 

瑞穂野地区における将来の取組イメージ（土地利用・公共交通） 

都市機能誘導区域 

①生活に便利で身近な施設（医療・福祉，子育て，

商業など）を維持・誘導します。 

②便利な拠点に居住を維持・誘導します。 

③誘導策により誘導施設の立地を促進します。 

市街化調整区域の土地利用 

① 営農継続や既存集落のコミュニティを維持 

・地域に縁のある方（分家やＵターンなど）の住宅立地基準

を維持し，既存集落のコミュニティを維持します。 

②営農環境を保全 

・地域に縁のない方（市街化区域等からの移住者）の自己用

住宅立地基準を２年間(※)の経過措置を設け廃止します。

※小学校周辺においては，地区計画制度の活用促進を図りなが

ら，実際の運用状況により廃止します。 

瑞穂野北・瑞穂野南小学校周辺 

小学校を中心としたコミュニティの維持 

【地区計画制度の緩和】 

・地区計画制度を活用し，居住を誘導します。

農業振興 

生産力向上，販売力向上，地域力向上

を基本目標に未来の担い手育成や収

益力の高い農業実現など，農業振興に

取り組んでいます。

大規模住宅団地 

良好な居住環境やコミュニティの維持

を図りながら，生活利便施設の維持にも

取り組みます。 

高次都市機能誘導区域 

①都市の魅力やまちなかの賑わい創出につながる高次

都市機能（医療，商業，教育など）を維持・誘導します。 

②便利なまちなかに居住を誘導します。 

③誘導策により誘導施設の立地を促進します。 

居住誘導区域 

①便利な幹線交通軸（幹線道路など）などに

居住を維持・誘導します。 

②転入のための誘導策を検討します。 



瑞穂野地区の将来像

・拠点間を結ぶバスを充実すること

で，市中心部へのアクセスが向上，

通勤・通学も快適に

・バスの運賃見直しや地域内
交通との乗り継ぎ割引を実施
することで，お年寄りの移動も
安心・便利

公共交通やマイカーを使いながら，病院や買い物に便利な環境で快適な生活

・日常の生活に必要な店舗や
診療所などの施設が充実

これからも住み
慣れた場所で暮
らしていきたいね

自然が豊か
な環境で子育
てできるわ

小学校や子育て施
設が近くて便利だね

バス路線

地域内交通

ＬＲＴ

都市機能誘導区域

居住誘導区域の範囲イメージ

・地区計画制度が活用されたことで，子育
て世帯など新たな居住者も増え，学校行事
や地域のイベントで賑やかになった。

・集落のコミュニティ維持に加え，農業後継者
も確保されることで営農も継続できる。
・地域全体が住みやすくなったことで子ども世
帯が戻ってきた。


